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住宅における室内浮遊真菌の動態調査及びその測定法に関する研究

○水卜慶子＊　田中辰明＊＊　相原真紀＊　木村千暁＊

(＊お茶女大･院，＊＊お茶女大)
目的　 半地 下室、地 下室をもつ 住宅 において､ 真 菌 の年 間動態 調 査を行い､ 部屋ごとの

菌 種､ 菌数及 び環境 要因 の比 較を行うことを目的とした。また測定 結果には､ 真 菌 の形態 、

サイズ､ 室 内の気流 、相対 湿度 だけでなくエアーサンプラーの種類 や測 定時 の吸 引空気

量も大きく関 与すると考えられるので､ 各エアーサンプラーの最 適条 件につい ても比 較検

討を行った。

方 法　1998 年5 月より、東 京都 杉並 区にある中２階室、半地 下 室､ 地 下室をもつ住宅を

対象として実験を行った。空 中浮遊 菌測 定には､RCS 式エアーサンプラー、SAS 式エアー

サンプラー及びエアーフイルター法を用いた。また､ Ｔ 型熱 電 対､ 湿 度センサーを用い温

湿 度を測 定し､ データロガ ー(ＡＤＶＡＴＥＳＴ R7326B ＤＡＴＡＬＯＧＧＥＲ)にて記 録をした。性

能比 較については､ エアーサンプラーの吸 引空気 量を数 段 階に設 定してその影響を調 査

した。

結 果　 年 間の菌数 変動 をみると、中2 階室と半 地下 室はほぼ等しい傾 向 にあったとい

える。しかし地下 室では､ 特にSAS  式エアーサンプラーにおいて他と異なる変 動をした。

これは､ 地下 室の菌数 が非 常に多く、月ごとの変 動も大きかったために､ 平板 培地1 枚あ

たりの許容 量を超えてしまい、吸引 空気 量の再設定 が必 要となったためであると考えられ

る。これらの結果より、真菌 の測 定をする際には菌数 変 動 の大 小を考慮してエアーサン

プラーを選択し､ 適切な吸引空 気量を設 定する必 要があることが判 明した。

2 La- 2 住宅から分離され1t  Cladosporium 属に関する研 究

○相賜噛肌 田中賜^  （ 句集大・院“籾献 ）

【目的 】近年、住環境における真菌( カビ) 汚染に対す る意識 が高まっている。前報において住

南 竟の各部位における属レベルの分布を明らかにし、その発生環境要因 として温度 ・湿度の影響

を検討した。今回は、前報の調査の中で、最も多く分離されたCkuhspotivm 属( クロカビ) に

ついて、さらに調 査を行ったので報告する。Qadaspoimw 属は、生活環 境において最もニ般的な

真菌( カビ) のひとつに挙げれられ、数百を超える稀 が知られている。こね ま、Qa 尨panum 属

力沃 然でも培養でも形態上 大幅な変異を示すこと、子実体力壊 れやすく標本の頭 字や観察が容易

でないこと、またそもそもか 嘱 にもかかわらず、長い間校訂力府 ねれていないなど<r.:幄 由によ

る。そこで本研究は、Qados)oimw 属の住環 竟における種レベルの分布を明らかにするため、住

宅から分離したQadrnporiam 属の同定を行い、優占種絹 縮Sおよびその分布意義を検討した。

【方法】供試菌は¬般 住宅の空中、壁や末などから分離した(:Tadcmxaitim 125 株である。これら

を巨大 培養およびスライド培養し、顕微臆を用いて形態学的に同定し、Qadospoiium 属の種と住

環境の分布 特性 について 比較検討 した。 さらに 、優占種で あっ たCsphaemspemium と

Cdadc&poiioides の生物学的特陛を知るために基礎実験を行った。

【結果 】同定 の結果、Qadoaporium  125 株 の うちCsphaesvs)eiTnum 80 株(64.0%) 、

Cdad 呵padcddes  39株(31.2%) 、その他6 株(4.8%) であることがねかった。この結果か ら、

CSadospcmmn 属の分布の意義lこつしヽて考察を力口えた。
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